
 

 

 

 第１３回 通 常 総 会  

 

 

議  案  書 

 

 

 

                    日 時  令和７年５月２０日(火) 

                               午後３時２５分 

                    場 所  ホテルメトロポリタン長野 

                              ３階「浅間」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 長野県資源循環保全協会  

 



 

第 13 回  通常総会 次 第  

 

 

 １ 開 会 の 辞 

 

 ２ 会 長 挨 拶 

 

 ３ 議 長 選 任  

 

 ４ 議事録署名人選任  

 

 ５ 議 事 

第１号議案  令和６年度 事業報告承認の件 

第２号議案  令和６年度 収支決算報告承認の件 

令和６年度 監査報告  

第３号議案  令和７年度 事業計画 (案 )承認の件 

第４号議案  令和７年度 収支予算 (案 )承認の件  

（来賓入場） 

 ６ 表 彰 式  

      表彰状授与 

      受賞者代表謝辞 

 

 ７ 来 賓 祝 辞 

 

 ８ 来 賓 紹 介 

 

９ 閉 会 の 辞 

 





 

 

令和６年度  事業報告   

 

令和６年度は、法人化３０周年の節目の年であったことから、県協会としては記念事業を実施すること

とし、５月２４日に「法人化３０周年記念式典」及び「記念祝賀会」の開催、１０月には記念誌を発刊するな

ど、一連の記念事業を執り行い滞りなく終了することができました。 

これも、会員の皆様方の日頃からの御理解・御協力の賜物と改めて深く感謝する次第です。 

なお、記念式典に先立ち同日に開催した通常総会では、記念講演会や来賓参加を見送るなど、通常

のプログラムとは異なる形式としましたが、役員改選も含め円滑な実施が図れました。 

また、産業廃棄物の一層の適正処理の推進、循環型社会形成に向けた減量化・再資源化等の促進

及び業界の健全な発展を図るため、法令遵守等に関する各種研修会・講習会等を開催するとともに、行

政機関をはじめ諸関係機関等との連携、各種情報の交換・提供を図り、適正処理への理解と健全な業

務の推進が図れるよう事業を展開してきております。 

更に、令和６年能登半島地震に伴う災害廃棄物処理に関しては、当県協会も含む中部ブロック広域

での処理に向けようやく動き始めたところですが、必要な対応を適時適切に行うこととします。 

なお、能登半島地震災害に関連し、県協会で５年ぶりに再開した県外視察研修会において、能登半

島での災害廃棄物処理の状況を現地にて視察してまいりました。 

ついては、上記に関して次のとおり事業の実施状況を報告いたします。 

 

会員の状況  

令和７年３月３１日現在     会員 ２７１社 

令和６年度入退会状況     入会   ４社 ・ 退会 なし 

 

１ 会議の開催  

（１） 通常総会の開催 

・開催日時 令和６年５月２４日（金） 午後２時１０分から 

・開催場所 ホテルメトロポリタン長野 （長野市） 

・出席会員 ２４０名 （うち委任状 １６４名） 

・議  事 

① 令和５年度事業報告承認の件 

② 令和５年度収支決算報告承認の件、令和５年度監査報告 

③ 令和６年度事業計画（案）承認の件 

④ 令和６年度収支予算（案）承認の件 

⑤ 任期満了に伴う役員選任に関する件 

  ・表彰式 

協会長表彰状授与 

（２） 正副会長会、理事会の開催 

【正副会長会】 

１） 第１回正副会長会 令和６年４月２３日（火） ホテルメトロポリタン長野（長野市）  

・第１２回(令和６年度）通常総会について 

・法人化３０周年記念事業について 

・県協会委員会委員の選出等について 

・県外優良企業視察研修会の実施検討について 

・新規入会会員の承認について 



 

２) 第２回正副会長会 令和６年５月２４日(金) ホテルメトロポリタン長野 (長野市) 

・第１２回（令和６年度）通常総会について 

・法人化３０周年記念事業について 

・県協会委員会委員の次期委員選出について 

・全産連委員会委員及び部会運営委員の推薦について 

・職員の賞与（６月３０日支給）の支給率について 

３) 第３回正副会長会 令和６年７月１０日（水） 県林業センター （長野市） 

     （理事会に先立っての開催ではなく、正副会長会単独での開催） 

・「県との懇談会」（８月２９日（木）開催）における懇談事項について 

・県外優良企業視察研修会の実施検討について 

・第１３回（令和７年度）通常総会の開催日程について 

・長野県資源循環保全協会政治連盟の今後の運営等について 

・災害廃棄物処理の協力要請等に係る連絡網について 

４) 第４回正副会長会 令和６年８月５日(月) ホテルメトロポリタン長野 (長野市) 

・「県との懇談会」（８月２９日（木）開催）における懇談事項について 

・県外優良企業視察研修会の実施（案）について 

・県協会政治連盟の今後の運営等について 

・新規入会会員の承認について 

５) 第５回正副会長会 令和６年１１月６日(水) ホテルメトロポリタン長野 (長野市) 

   ・県議会議員との懇談会における懇談事項について 

・機関紙「季刊しなの」の追加頒布価格等の改定について 

・職員の賞与（１２月支給）について 

・県協会のイメージアップ企画等について 

６) 第６回正副会長会 令和７年１月２１日(火) ホテルメトロポリタン長野 (長野市) 

・令和７年度 （公社）全国産業資源循環連合会 会長表彰被表彰者の推薦について 

① 功労者表彰 ［信越・北陸地域協議会会長推薦］ 

② 地方功労者表彰、地方優良事業所表彰、優良従事者表彰 

・第１３回（令和７年度）通常総会の実施内容等について 

・令和７年度 （一社）長野県資源循環保全協会会長表彰候補者の推薦について 

（「功労者表彰」） 

・職員の昇給及び給料月額改定について 

・令和７年度支部等活動助成金の取扱いについて 

・紙マニフェスト頒布価格の改定について 

７） 第７回正副会長会 令和７年３月１３日（木） ホテルメトロポリタン長野 （長野市） 

   ・令和７年度(一社)長野県資源循環保全協会会長表彰の被表彰者について 

   ・令和６年度収支決算見込みについて 

   ・令和７年度事業計画（案）について 

   ・令和７年度予算編成方針（案）について 

   ・第１３回（令和７年度）通常総会 記念講演会等について 

   ・新規入会会員の承認について 

   ・支部及び青年部会への令和７年度活動助成金配分（案）について 

   ・県協会ロゴマークの支部活動等での活用について 

【理事会】 

１) 第１回理事会 令和６年４月２３日（火） ホテルメトロポリタン長野 （長野市） 

・第１２回（令和６年度）通常総会について 



 

・法人化３０周年記念事業について 

・県協会委員会委員の選出等について 

・産業廃棄物処理技術等研修会について 

・第２７回産廃夏休み親子体験教室の開催について 

・県外優良企業視察研修会の実施検討について 

・新規入会会員の承認について 

・次回（第２回）理事会の開催について 

報告事項 ・第７０回信越・北陸地域協議会（会長会議）について 

・監査結果等の報告について 

２) 第２回理事会 令和６年５月２４日（金） ホテルメトロポリタン長野 (長野市) 

・第１２回（令和６年度）通常総会について 

・法人化３０周年記念式典及び祝賀会について 

・県協会委員会委員の次期委員について 

・次回（第３回）、次々回（第４回）理事会の開催について 

３) 第３回理事会 令和６年５月２４日（金） ホテルメトロポリタン長野 (長野市) 

（通常総会の暫時休憩中に開催） 

・会長、副会長及び専務理事の選定について 

４) 第４回理事会 令和６年８月５日（月）  ホテルメトロポリタン長野 (長野市) 

・県との懇談会（８月２９日（木）開催）における懇談事項について 

・県外優良企業視察研修会の実施（案）について 

・第１３回（令和７年度）通常総会の開催日程について 

・長野県資源循環保全協会政治連盟の今後の運営等について 

・新規入会会員の承認について 

・次回理事会（第５回）の開催について 

報告事項 ・災害廃棄物処理の協力要請等に係る連絡網について 

・法人化３０周年記念事業の収支決算状況（令和６年７月末現在）について 

・産廃夏休み親子体験教室（７月２７日（土）開催）について 

・産業廃棄物処理技術等研修会（７月（Web配信））について 

・産業廃棄物処理実務者研修会について 

・「長野県議会議員と県協会との懇談会」の開催日程等について 

・全産連会長表彰の信越・北陸地域協議会各県協会の受賞状況について 

５) 第５回理事会 令和６年１１月６日（水） ホテルメトロポリタン長野 (長野市) 

・県議会議員との懇談会（１２月５日（木）開催）における懇談事項について 

・県協会のイメージアップ企画等について 

・次回理事会（第６回）の開催について 

報告事項 ・第５回災害廃棄物対策委員会（８月５日）について 

       ・「県と協会との懇談会」（８月２９日）について 

       ・第１回書面理事会（９月５日）の結果について 

・産業廃棄物処理実務者研修会（９月 12日、13日）について 

・信越・北陸地域協議会［事務局長会議］（９月 27日）について 

・県外優良企業視察研修会（10月 17日～18日）について 

・第７１回 信越・北陸地域協議会［会長会議］（10月 31日）について 

・県協会法人化 30周年記念誌の発刊・配布について 

・機関紙「季刊しなの」の追加頒布価格等の改定について 

・産業廃棄物処理業における安全衛生セミナー（Web）（12月 12日）について 

６） 第６回理事会 令和７年１月２１日（火） ホテルメトロポリタン長野 （長野市） 



 

・令和７年度 （公社）全国産業資源循環連合会 会長表彰被表彰者の推薦について 

① 功労者表彰 ［信越・北陸地域協議会会長推薦］ 

② 地方功労者表彰、地方優良事業所表彰、優良従事者表彰 

・第１３回（令和７年度）通常総会の実施内容等について 

・次回理事会（第７回）の開催について 

報告事項 ・令和７年度 （一社）長野県資源循環保全協会会長表彰候補者の推薦に 

ついて（「功労者表彰」、「優良事業所表彰」及び「優良従事者表彰」） 

・いわゆる盛土規制法に基づく規制区域等について 

・紙マニフェスト頒布価格の改定（４月１日から）について 

・令和６年能登半島地震災害に係る対応等について 

７） 第７回理事会 令和７年３月１３日(木) ホテルメトロポリタン長野 (長野市) 

・令和７年度(一社)長野県資源循環保全協会会長表彰の被表彰者の選考について 

・令和６年度収支決算見込みについて 

・令和７年度事業計画（案）について 

・令和７年度予算編成方針（案）について 

・第１３回（令和７年度）通常総会 記念講演会等について 

・新規入会会員の承認について 

・支部及び青年部会への令和７年度活動助成金配分（案）について 

・次回理事会（令和７年度第１回理事会）の開催について 

報告事項 ・能登半島地震に伴う災害廃棄物処理関係について 

       ・県協会ロゴマークの支部活動等での活用について 

【書面理事会】 

１） 第１回書面理事会 令和６年９月５日（木） 

 ・新規入会会員の承認について 

 

２ 県協会法人化３０周年記念事業 

    法人化３０周年記念事業を下記のとおり実施した。（別紙、記念事業報告を参照） 

（１） 記念式典部会関係 

      部会において、式典の開催に当たっては「シンプルかつコンパクト」なものとすることを決定し

実施した。 

     ① 記念式典（式典、感謝状贈呈、知事あての宣言）  

     ② 記念祝賀会 

       （上記①、②とも、令和６年５月２４日（金）にホテルメトロポリタン長野において実施） 

（２） 記念事業部会関係 

        部会において、会員のために魅力的な記念誌を作ることを目標として作成に当たった。 

① 記念誌発行（令和６年１０月） 

② 知事あて宣言文案の策定 

     ③ 記念品配布 

（３） 各部会の開催状況 

     ① 記念式典部会 

         令和５年８月２日、９月１９日、１０月２３日、令和６年１月１７日、 

     ② 記念事業部会 

         令和５年８月２日、９月１２日、１１月７日、令和６年２月２８日、３月１３日、６月１７日 

 

３  適正処理確保事業  



 

（１） 産業廃棄物処理業の優良化の促進 

・優良産業廃棄物処理業者認定のための情報公開、環境配慮の取り組み、電子マニフェス

トの利用及び財政体質の健全化等への取り組みを支援した。 

（２） 県と県協会との懇談会の開催 

     ・開催日時 令和６年８月２９日（木） 午後２時から 

     ・開催場所 ホテル国際２１（長野市） 

     ・懇談事項 

１）  許可更新に係る手続期間の短縮について 

２）  中間処理における「選別」の明確化等について 

３）  廃棄物処理施設所在地が土砂災害特別警戒区域等に指定された場合の対応に 

ついて 

４）  発生汚泥等の処理に関する県の考え方等について 

５）  許可申請時（変更・更新）の車検証提出の見直しについて 

６）  廃棄物処理施設等の更新及び交換に係る手続における「同一」の解釈・取扱い等 

について 

（３） 県議会議員と県協会との懇談会の開催 

     ・開催日時 令和６年１２月５日（木） 午後５時から 

     ・開催場所 ホテル国際２１（長野市） 

     ・参加議員 ３０名 （自由民主党県議団２１名、改革信州３名、新政策議員団３名、 

公明党長野県議団３名） 

     ・懇談事項 

1)  災害廃棄物処理に係る仮置場の確保及び周知等について 

2)  いわゆる「金属スクラップヤード規制条例」等について 

3)  廃リチウムイオン電池の処理関係について 

 

４  相談 ・指導事業 

産業廃棄物の適正な処理、再生利用及び諸手続、業務処理等について、会員、市町村、排出

事業者及び一般住民等からの相談に応じ指導・助言を行った。 

 

５  講習会・研修会等事業   

（１） 産業廃棄物処理技術等研修会の開催（７月１日（月）～７月３１日（水）、Web配信） 

合計４７７名（内、協会員は下記のとおり） 

（東信地区） 参加者  ５名 

（南信地区） 参加者  ５１名 

（中信地区） 参加者  ２５名 

（北信地区） 参加者  ３４名 

（２） 産業廃棄物処理実務者研修会の開催  

（長野会場） 

令和６年９月１２日（木） 長野ターミナル会館（長野市） 参加者 ２６名 

（伊那会場） 

令和６年９月１３日（金） 伊那市生涯学習センター（伊那市） 参加者 ４３名 

「産業廃棄物処理の基礎コース」 

講 師 ： 元(公社)全国産業資源循環連合会専任講師  渡辺 一法 氏 

（３） 産業廃棄物処理業における安全衛生セミナー（Web）の開催  

開 催 日 ： 令和６年１２月１２日（木）  



 

参 加 者 ： ４０名 

（４） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会の開催 

講習会場：長野ターミナル会館（長野市） 

１） 新規許可講習会 

（収集運搬課程） 定員１５０名   

・第１回 令和７年１月１７日（金）、午後 受講者数 ９６名 

（処分課程） 定員２０名 

・第１回 令和６年８月８日（木）、 午後 受講者数 １４名 

２） 更新許可講習会  

（収集運搬課程） 定員 各１５０名 

・第１回 令和６年８月８日（木）、  午前 受講者数 １１６名 

・第２回 令和６年１１月２１日（木） 終日 受講者数 １４４名 

・第３回 令和７年１月１７日（金）、 午前 受講者数  ６８名 

（処分課程） 定員 ８/８ ３０名、１１/２２ １００名 

・第１回 令和６年８月８日（木）、  午後 受講者数  ３０名 

・第２回 令和６年１１月２２日（金）、午前 受講者数  ２４名 

３） 特別管理産業廃棄物管理責任者講習会 定員 各１５０名 

・第１回 令和６年８月９日（金）、  午前 受講者数 １４３名 

・第２回 令和７年１月１６日（木）、 終日 受講者数 １４２名 

（５） 県外優良企業視察研修 

開催年月日 ： 令和６年１０月１７日（木）～１８日（金） 

内      容 ： 能登半島地震に伴う災害廃棄物処理の状況等を視察 

          ① （一社）石川県産業資源循環協会による概況説明（１７日（木）） 

          ② 災害廃棄物の仮置場管理運営（輪島市第一仮置場）（１８日（金）） 

          ③ 最終処分場視察（（株）門前クリーンパーク）（１８日（金）） 

参  加  者 ： ２７名（事務局を含む） 

（６） 産廃夏休み親子体験教室  

開催年月日 ： 令和６年７月２７日（土） 

内      容 ： 開校式・説明・実験 ： 長野市 資源再生センター 

視察企業 ： 信光工業（株）、イコールゼロ（株）、飯山陸送（株） 

参  加  者 ： ８組１６名 

 

６  情報提供と広報活動  

(１) インターネット・ホームページの内容の充実 

新着情報、許可申請に関する講習会の開催状況及び研修会開催情報等を随時更新した。 

（２） 機関誌「季刊しなの」の発刊   年４回発刊、広報委員会の開催（企画・編集会議） 

       （なお、広報委員会については、令和３年第３回委員会からＷｅｂ開催としている。） 

１） 第４５号 （令和６年４月） ４４０部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連等 

主な内容 ： 関係機関職員名簿、令和６年度許可申請に関する講習会開催日程 等 

広報委員会 ： 令和６年３月４日（月）  

２） 第４６号 （令和６年７月） ４４０部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連等 

主な内容 ： 法人化３０周年記念式典・記念祝賀会の開催、第１２回通常総会の開催、 



 

令和６年度事業計画 等 

広報委員会 ： 令和６年６月７日（金）  

３） 第４７号 （令和６年１０月） ４６０部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連等 

主な内容 ： 産廃夏休み親子体験教室の開催 等 

広報委員会 ： 令和６年９月３日(火)  

４） 第４８号 （令和７年１月） ４４５部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連等 

主な内容 ： 新年の挨拶、県外優良企業視察研修会の開催 等 

広報委員会 ： 令和６年１２月２日（月）  

(３) 情報の提供 (会員への主な通知等)    

・産業廃棄物処理業等の許可申請等に係る各手引の改訂について（長野県） 

・安全衛生啓発ポスター（令和６年度）が作成されました（（公社）全国産業資源循環連合会） 

・産業廃棄物処理実績等報告の様式改正について（3/11掲載分の再掲載）（長野県） 

・令和６年度全国安全週間の実施について（（公社）全国産業資源循環連合会） 

・『不当要求防止責任者講習』開催のお知らせ（(公財)長野県暴力追放県民センター） 

・エコアクション２１セミナー（オンライン）の開催のお知らせ（（一社）長野県産業環境保全協会） 

・令和６年度環境月間の実施について（信州豊かな環境づくり県民会議） 

・令和６年度「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」について（（公社）全国産業資源循環

連合会） 

・「全国産業資源循環連合会 カーボンニュートラル行動計画」策定について 

・「令和６年度産業廃棄物処理実務者研修会」開催について 

・産業廃棄物処理助成事業（令和７年度募集要項）について（（公財）産業廃棄物処理事業振

興財団） 

・「令和６年度脱炭素促進事業アンケート調査依頼」について（環境省） 

・PCB汚染物処理業務の入札公告について（（公社）全国産業資源循環連合会） 

・令和６年度（第 75 回）全国労働衛生週間に関する協力依頼について（（公社）全国産業資源

循環連合会） 

・令和６年度 産業廃棄物処理業者が活用できる政府支援策一覧について（（公社）全国産業

資源循環連合会） 

・JWNET操作体験セミナーについて（JWセンター） 

・令和６年度「建設発生土の適正な管理に関する講習会」開催案内について（建設副産物リサ

イクル広報推進会議） 

・「廃棄物の処理施設の設置等に係る指針」及び「廃棄物の処理施設の設置等に係る周辺地

域への説明会の実施に関する指針」の一部改正について（長野県） 

・令和６年度最低賃金額の改定及び各種賃上げ支援施策に関する周知・広報の実施等につ

いて（厚生労働省） 

・令和６年度「産業廃棄物処理における安全衛生セミナー（web）」開催のお知らせ 

・会員の皆様へ 令和７年度 優良従事者表彰の推薦調書様式について 

・令和６年度化学物質管理強調月間の実施について（（公社）全国産業資源循環連合会） 

・盛土規制法説明会開催のご案内（当協会員の皆様へ）（長野県） 

・令和 6年度産業廃棄物 3R実践講習会の開催のお知らせ（長野県） 

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令の施行について（通

知）（長野県） 

・マニフェストの頒布価格改定（値上げ）のお知らせ（令和 7年４月１日から） 



 

・令和７年度許可等講習会開催日程の公表日等について 

・資源循環の促進のための再資源化事業等の高度化に関する法律の一部施行について(通

知）（（公社）全国産業資源循環連合会） 

・第 12 回女性部会のつどい「賀詞交歓会・講演会」について（（公社）全国産業資源循環連合

会） 

・物資の流通の効率化に関する法律に係る説明会の開催について（（公社）全国産業資源循

環連合会） 

・低濃度 PCB 廃棄物処理等の支援事業について（お知らせ）（（公財）産業廃棄物処理事業振

興財団） 

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部改正について（環境省） 

・2025年度（令和 7年度） 産業廃棄物許可等講習会開催日程について 

・産業廃棄物処理施設設置許可の基準に係る解釈について（通知）（長野県） 

・令和 7 年度産業廃棄物処理実務者研修会開講のご案内について（（公社）全国産業資源循

環連合会） 

・産業廃棄物処理業及び特別管理産業廃棄物処理業新規及び変更許可状況（長野県・長野 

 市及び松本市） 

・行政処分の状況 （長野県・長野市及び松本市） 

 

７ 関係団体との活動交流推進事業   

     県下４地区等の資源循環保全関係団体との交流促進、情報交換、広域協力体制の構築、地域

の諸課題に基づく意見要望の集約及び地域活動への積極的参加等の活動が活発に実施される

よう支援・協力した。（11他団体との交流事業を参照） 

 

８ 部会活動推進事業  

全産連の部会への参画（11他団体との交流事業を参照） 

 

９ マニフェスト頒布事業 (３月３１日現在)  

紙マニフェスト頒布数は２４８，８００セットとなり、前年度と比較して１８５．５％となった。 

 

１０ 行政施策参画事業  

（１） 県主催の「長野県災害廃棄物処理研修会」に参加し、事業説明を実施。（６月４日（火）） 

（２） 県下１０地区の廃棄物不法投棄防止対策協議会の構成員として参画した。  

（３） 信州環境フェア２０２４の実行委員として参画、協賛した。 

 

１１ 他団体との交流事業  

（１） （公社）全国産業資源循環連合会関係 

１） 会議・研修会等 

・令和６年６月１４日（金） 東京都 明治記念館 

  連合会第１４回定時総会に出席 (中村会長、吉原専務理事） 

・令和６年１１月１５日（金） 岐阜市 岐阜グランドホテル 

   「第２０回産業廃棄物と環境を考える全国大会」に出席 （中村会長） 

・令和７年１月１０日（金） 東京都 明治記念館 

令和７年新年賀詞交歓会に出席 （中村会長） 

・令和７年１月２３日（木）  

令和６年度第２回連合会安全衛生委員会（web会議）に出席 (池上委員（副会長)） 



 

・令和７年２月４日(火) 

 令和６年度 全国正会員事務局責任者会議（web会議）に出席 (吉原専務理事) 

・令和７年２月１９日(水) 東京都 衆議院憲政記念館 

令和６年度 全国正会員会長会議に出席 （中村会長） 

・令和７年２月２６日(水)  

２０２５年度許可等講習会における事務取扱説明会（web会議）に出席 

 (山本職員、掛川職員) 

２） 信越・北陸地域協議会関係 

・令和６年４月１１日（木） 

第７０回信越・北陸地域協議会（当番県：新潟県（新潟市））に出席 

 (中村会長、吉原専務理事) 

・令和６年９月２７日（金） 福井市 アオッサ 

令和６年度 信越・北陸地域協議会事務局長会議（当番県：福井県）に出席 

（吉原専務理事） 

・令和６年１０月３１日（木）  

第７１回信越・北陸地域協議会（当番県：長野県（長野市））に出席 

 (中村会長、副会長４名、吉原専務理事) 

・令和６年１１月２６日(火) 金沢市 ITビジネスプラザ武蔵 

信越・北陸地域協議会事務職員研修会（当番県：石川県（金沢市））に出席 

 (山本職員、掛川職員) 

（２） 資源循環保全関係団体及び環境保全団体等との連携と活動交流推進事業 

１) 長野県資源循環保全協会支部関係 

・令和６年６月６日（木） 上田市 上田東急 REIホテル 

  東信支部 令和６年度定時総会に出席 （中村会長、吉原専務理事） 

・令和６年６月１１日(火) 松本市 松本館 

中信支部 令和６年度定時総会に出席 (中村会長、吉原専務理事) 

・令和６年６月２７日(木) 長野市 ホテル国際２１ 

北信支部 令和６年度定時総会に出席 (中村会長、吉原専務理事) 

・令和６年６月２８日(金) 伊那市 伊那食品工業(株) かんてんぱぱ 西ホール 

  南信支部 令和６年度通常総会に出席 （中村会長） 

・令和７年１月３１日(金) 諏訪市 ホテル鷺の湯 

南信支部 令和７年新春交流会に出席 (中村会長、吉原専務理事) 

・令和７年２月４日(火) 松本市 松本館 

中信支部 令和６年度新春交流会に出席 (中村会長) 

・令和７年２月２７日(木) 長野市 ホテル国際２１ 

北信支部 令和６年度新春交流会に出席 (中村会長、吉原専務理事) 

２) 関係団体関係 

   ・令和６年５月２２日（水） 上田市 上田東急 REIホテル  

         長野県資源回収事業協同組合 令和６年度通常総会に出席  （中村会長） 

   ・令和６年５月２９日（水） 長野市 ホテル国際２１ 

         長野県経営者協会 令和６年度定時総会に出席 （林副会長） 

   ・令和６年５月３０日（木） 松本市 アルピコプラザホテル  

         長野県行政書士会 令和６年度定時総会・表彰式に出席 （吉原専務理事） 

・令和６年６月２１日（金） 長野市 ホテルメトロポリタン長野  

         協同組合長野県解体工事業協会 令和６年度通常総会に出席 （中村会長） 



 

３) エコアクション２１普及戦略会議 

   ・令和７年３月７日（金）  

     令和６年度エコアクション２１普及戦略会議（Web会議）に出席 （吉原専務理事） 

（３） 全国産業資源循環連合会政治連盟関係 

       ・令和７年２月１９日（水） 

第２３回代議員会（東京都 衆議院憲政記念館）に出席 （中村会長） 

（４） 長野県資源循環保全協会政治連盟関係 

       ・令和６年１１月６日（水） ホテルメトロポリタン長野 (長野市)において、第１回理事会を開催

し、副会長及び監事の選任、会費・寄付金等の取扱いについて決定した。 

 

１２ 表彰事業  

（１） （公社）全国産業資源循環連合会会長表彰 

令和６年度の連合会会長表彰については、次の会員が受賞されました。 

なお、令和６年度は、連合会総会での表彰式は執り行われなかったため、表彰状等は連合

会から該当事業所に直接送付されています。 

 

１) 優良事業所表彰（１社）                         （敬称略） 

会 社 名 代表者名 支部 

花村産業（株） 山本  整 中信 

 

２) 地方功労者表彰（２名）                    （順不同・敬称略） 

氏 名  会 社 名 支部 

池上 幸平 (株)那須屋興産 南信 

市川 真一 (株)市川商会 北信 

 

３) 地方優良事業所表彰（６社）                （順不同・敬称略） 

会 社 名 代表者名 支部 

(株)関根商店 関根 健巳 東信 

(株)マルモリ宮坂土木 宮坂 綱一 南信 

(株)有賀工業 有賀 祐貴 南信 

(有)田切クリーンセンター 前田 英司 南信 

(有)上條丸田組 上條  稔 中信 

(有)轟商会 轟  博司 北信 

 

４) 優良従事者表彰（５名）                   （順不同・敬称略） 

 氏 名  会 社 名 支部 

田代 法生 イコールゼロ（株） 北信 

小松 美夫 （株）G・フレンドリー 中信 

蜂谷 吉男 中日本ハイウェイ・メンテナンス 
名古屋（株） 

南信 

青山 和仁 花村産業（株）庄内事業所 中信 

百瀬 次彦 （株）トータルシステム 中信 

 

（２） （一社）長野県資源循環保全協会会長表彰 

令和６年５月２４日（金）に開催した（一社）長野県資源循環保全協会「第１２回（令和６年度）



 

通常総会」において、次の会員が協会会長表彰を受賞されました。 

 

１) 功労者表彰（１名）                            （敬称略） 

氏 名 会 社 名 支部 

林  宏道 イコールゼロ（株） 北信 

 

２) 優良事業所表彰（３社）                   （順不同・敬称略） 

会 社 名 代表者名 支部 

長野県環境開発(株) 岡田 淳志 東信 

(株)関川組 関川 光寿 中信 

(有)宮尾瓦店 宮尾 龍介 北信 

 

３) 優良従事者表彰（１８名）                  （順不同・敬称略） 

氏 名 会 社 名 支部 

関  かおり 小柳産業(株) 東信 

前田 貴志 小柳産業(株) 東信 

小栁 晴奈 小柳産業(株) 東信 

寺島 達夫 (株)信濃環境整備 南信 

大嵩崎 美奈 (株)信州タケエイ 南信 

佐藤 洋一 中日本ハイウェイ・メンテナンス  
名古屋（株） 

南信 

橋爪 忠彦 木下建設(株) 南信 

永田 勇輝 (株)那須屋興産 南信 

鳥海 圭介 花村産業(株) 庄内事業所 中信 

野口 秀一 (株)G・フレンドリー 中信 

金森 義郎 (株)G・フレンドリー 中信 

山本 永治 (株)G・フレンドリー 中信 

相馬 直文 (株)G・フレンドリー 中信 

原山 幸夫 (株)G・フレンドリー 中信 

北澤 佳利 (株)G・フレンドリー 中信 

吉原 宏昭 イコールゼロ（株） 北信 

関谷 利章 (株)タケモト 北信 

海野 正行 (株)タケモト 北信 

 

１３ 組織の強化  

協会広報パンフレット「美しい信州をいつまでも」により協会入会の促進を図った。 

 

１４ 災害時の緊急対策事業等 

・県が主催の「令和６年度 長野県災害廃棄物処理研修会」に県協会災害廃棄物対策委員長

（林副会長）も参加し事業説明を実施した。（６月４日（火） ） 

・８月５日（月）に第５回目の災害廃棄物対策委員会を開催し、能登半島地震災害対応を例に

とり、災害廃棄物の仮置場の管理運営等を中心に検討を行った。 

・１１月２１日（木）に環境省中部地方環境事務所が主催の「令和６年度中部ブロック災害廃棄

物対策セミナー」（Web会議）に参加  （吉原専務理事） 

・１２月１６日（月）及び令和７年３月１３日（木）に開催された「災害廃棄物に係る意見交換会」



 

（県主催（資源循環推進課））に参加し意見交換を行った。 （正副会長、吉原専務理事） 

・令和７年２月１９日（水）に開催の第１７回中部ブロック協議会及び第２２回幹事会（Web 会議）

に参加 （吉原専務理事） 

 

１５ 不適正処理情報収集事業 

「廃棄物不法投棄等情報提供事業」に基づき情報提供を行った。 

 





（単位：円）

当年度 前年度 増 減

Ⅰ 資産の部

１．流動資産

現金預金 79,919,916      82,852,977      -2,933,061      

未収入金                

流動資産合計 79,919,916      82,852,977      -2,933,061      

２．固定資産                

(2) 特定資産                

環境保全支援基金特定預金 30,000,000      30,000,000                     

法人化30周年記念特定預金 1,568,156       5,830,380       -4,262,224      

退職給付引当特定預金 457,500         354,000         103,500         

特定資産合計 32,025,656      36,184,380      -4,158,724      

(3) その他固定資産                

敷金 704,500         704,500                        

保証金 704,500         704,500                        

その他固定資産合計 1,409,000       1,409,000                      

固定資産合計 33,434,656      37,593,380      -4,158,724      

資産合計 113,354,572     120,446,357     -7,091,785      

Ⅱ 負債の部                

１．流動負債                

預り金 727,140         777,975         -50,835         

流動負債合計 727,140         777,975         -50,835         

２．固定負債                

退職給付引当金 457,500         354,000         103,500         

固定負債合計 457,500         354,000         103,500         

負債合計 1,184,640       1,131,975       52,665          

Ⅲ 正味財産の部                

１．指定正味財産                

（うち基本財産への充当額） (            -)  (            -)  (            -)  

（うち特定資産への充当額） (            -)  (            -)  (            -)  

２．一般正味財産 112,169,932     119,314,382     -7,144,450      

（うち基本財産への充当額） (            -)  (            -)  (            -)  

（うち特定資産への充当額） 32,025,656)(     36,184,380)(     -4,158,724       

正味財産合計 112,169,932     119,314,382     -7,144,450      

負債及び正味財産合計 113,354,572     120,446,357     -7,091,785      

貸  借  対  照  表

令和７年３月３１日現在

科       目



（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部                 

１．経常増減の部                 

(1) 経常収益                 

① 特定資産運用益 1,919                            1,919            

特定資産受取利息 1,919            1,919            

② 受取入会金 200,000          300,000          -100,000         

受取入会金 200,000          300,000          -100,000         

③ 受取会費 21,172,000       21,096,000       76,000           

受取会費 21,172,000       21,096,000       76,000           

④ 事業収益 4,100,814        4,201,162        -100,348         

講習会事業収益 1,585,694        2,447,236        -861,542         

研修会事業収益 112,266          -112,266         

管理票頒布事業収益 2,515,120        1,641,660        873,460          

地方公共団体災害復興事業収益                 

⑤ 受取補助金等 190,000          190,000                          

受取地方公共団体補助金 190,000          190,000                          

⑥ 雑収益 1,579,243        1,171,318        407,925          

受取利息 38,151           1,286            36,865           

広告料収益 575,000          735,000          -160,000         

雑収益 398,092          435,032          -36,940          

法人化30周年記念雑収益 568,000          568,000          

経常収益計 27,243,976       26,958,480       285,496          

(2) 経常費用                 

① 事業費 20,085,524       14,337,404       5,748,120        

役員報酬 2,227,631        2,086,631        141,000          

給料手当 4,658,494        4,316,306        342,188          

退職給付費用 74,415           72,258           2,157            

福利厚生費 1,271,987        996,038          275,949          

会議費 398,904          325,977          72,927           

旅費交通費 568,994          324,787          244,207          

通信運搬費 575,748          584,391          -8,643           

消耗品費 317,177          495,173          -177,996         

印刷製本費 2,039,697        2,053,854        -14,157          

賃借料 2,041,665        2,108,765        -67,100          

光熱水費 110,733          107,236          3,497            

負担金 299,351          210,566          88,785           

諸謝金 14,167           45,606           -31,439          

支払寄附金 300,000          -300,000         

委託料 26,730           62,905           -36,175          

法人化30周年記念事業費 5,380,224        169,620          5,210,604        

雑費 79,607           77,291           2,316            

令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで

正味財産増減計算書

当年度 前年度 増 減科       目



（単位：円）

令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで

正味財産増減計算書

当年度 前年度 増 減科       目

② 管理費 14,302,902       13,631,155       671,747          

役員報酬 2,512,009        2,353,009        159,000          

給料手当 867,596          803,867          63,729           

退職給付費用 29,085           28,242           843              

福利厚生費 497,119          389,272          107,847          

会議費 480,961          393,032          87,929           

旅費交通費 922,081          526,331          395,750          

通信運搬費 225,025          228,404          -3,379           

消耗品費 123,965          193,534          -69,569          

印刷製本費 891,998          898,189          -6,191           

光熱水費 43,281           41,914           1,367            

手数料 134,066          134,157          -91              

賃借料 1,371,691        1,416,773        -45,082          

租税公課 403,120          336,200          66,920           

慶弔費 20,000           36,500           -16,500          

負担金 1,848,689        1,300,384        548,305          

諸謝金 55,833           179,743          -123,910         

交付金 3,707,000        4,016,000        -309,000         

委託料 138,270          325,395          -187,125         

雑費 31,113           30,209           904              

経常費用計 34,388,426       27,968,559       6,419,867        

当期経常増減額 -7,144,450       -1,010,079       -6,134,371       

２．経常外増減の部                 

当期一般正味財産増減額 -7,144,450       -1,010,079       -6,134,371       

一般正味財産期首残高 119,314,382      120,324,461      -1,010,079       

一般正味財産期末残高 112,169,932      119,314,382      -7,144,450       

Ⅱ 指定正味財産増減の部                 

一般正味財産への振替額                                                 

当期指定正味財産増減額                                                 

指定正味財産期首残高                 

指定正味財産期末残高                                                 

Ⅲ 正味財産期末残高 112,169,932      119,314,382      -7,144,450       



1．重要な会計方針

　 退職給付引当金　役職員の退職給付に備えるため期末自己都合要支給額に基づいて計上しております。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

30,000,000  30,000,000  

5,830,380   1,118,000   5,380,224   1,568,156   

354,000     103,500     457,500     

36,184,380  1,221,500   5,380,224   32,025,656  

36,184,380  1,221,500   5,380,224   32,025,656  

当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に
対応する額)

30,000,000 (30,000,000)

1,568,156 (1,568,156)

457,500 (457,500)

32,025,656 (32,025,656) 0

32,025,656 (32,025,656) 0合計

　特定資産

     環境保全支援基金特定預金

     法人化３０周年記念特定預金

     退職給付引当特定預金

小計

小計

4．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

   基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科 目

　基本財産

小計

合計

　基本財産

　特定資産

     環境保全支援基金特定預金

     法人化３０周年記念特定預金

     退職給付引当特定預金

小計

2．会計方針の変更

   該当ありません。

3．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科 目

　 該当ありません。

(4)引当金の計上基準

(5)リース取引の処理方法

　 通常の賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理によっております。

(6)消費税等の会計処理

　 税込方法によっています。

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

　 該当ありません。

(2)棚卸資産の評価基準及び評価方法

　 該当ありません。

(3)固定資産の減価償却の方法



債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の当期末残高

0 - 0

0 - 0

補助金等の名称 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

190,000 190,000

　  該当ありません。

    該当ありません。

12．関連当事者との取引の内容

    該当ありません。

13．重要な後発事象

    該当ありません。

14. 実施事業資産

啓発事業補助金 長 野 市 190,000 190,000

合 計

11．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

   該当ありません。

9．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益

   該当ありません。

10．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　  補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

交 付 者

7．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期残高

　 債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期残高は、次のとおりである。

科 目

　未 収 入 金

合 計

8．保証債務等の偶発債務

5．担保に供している資産

   該当ありません。

6．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

   該当ありません。



別紙 １

１  記念式典、記念祝賀会 （担当： 記念式典部会）

　令和６年５月２４日（金）

 長野市　ホテルメトロポリタン長野　３階「浅間」　

記念式典 （１） 記念式典

・

・ 感謝状贈呈

（県知事、全産連会長、県協会会長）

・ 来賓祝辞

（長野県知事、 衆議院議員（県協会顧問）、 松本市長、 全産連会長、

　　長野県議会議員（県協会顧問））

・ 来賓紹介

・ 「県民の皆様の生活と環境を守るための宣言」 （県協会長 → 県知事）

・ 閉会の辞

（２） 感謝状

① 長野県知事感謝状

受賞者　 中村 幸宏 氏　（長野県協会会長）

② （公社）全国産業資源循環連合会会長感謝状

受賞者　 毛利 髙徳 氏　（TPRトータルサービス（株）元顧問）

守口 爽和 氏　（小柳産業（株） 取締役顧問）

小林 孝行 氏　（（株）Grean 会長）

木下 隆由 氏　（木下建設（株） 会長）

③ （一社）長野県資源循環保全協会会長感謝状

受賞者　 （株）ワールド重機開発

（株）ハクトートータルサービス

花村産業（株）

イコールゼロ（株）

記念祝賀会 （２） 記念祝賀会

・ 開宴（善光寺木遣）、 会長挨拶

・ 祝辞（長野市長）

・ 乾杯、 祝宴（歌謡LIVE 湯澤かよこ）

・ 中締め、 閉会の辞

２  記念品、記念誌 等 （担当： 記念事業部会）

記 念 品 （１） ① 八幡屋礒五郎七味記念缶（３缶セット）：  ３２０セット

 ② 県産日本酒（４合瓶）（来賓用）：　３２本

記 念 誌 （２）  ３０周年記念誌          ６４ページ（カラー）：  ６００部　 （令和６年１０月発行）

会長あいさつ、祝辞（知事、務台衆議院議員、長野市長、松本市長、全産連会長、

風間県議会議員）、３０周年記念式典（式典、祝賀会）、各支部紹介

令和元年東日本台風災害への対応、協会トピックス（10年）、資料編、編集後記

宣 言 文 （３） 「県民の皆様の生活と環境を守るための宣言」の文案作成

法人化３０周年記念事業報告書

開会の辞、会長式辞

実施日等



別紙 ２

【収入】 （単位：円）

予算額 決算額 差異 内訳

令和元年度　1,200,000円

法人化３０周年記念事業 6,000,000 6,000,000 0 令和２年度　 1,200,000円

積立金 令和３年度 　1,200,000円

令和４年度 　1,200,000円

令和５年度 　1,200,000円

550,000 550,000 0 令和６年度予算（例年の総会時懇親会相当額）

300,000 395,000 95,000 祝賀会費＠5,000×79人

130,000 165,000 35,000 祝儀（19件）

0 8,000 8,000

収入合計 6,980,000 7,118,000 138,000

【支出】 （単位：円）

予算額 決算額 差異 内訳

記念式典費 600,000 397,100 202,900
会場借上費(式典会場、控室)、看板等作
成、司会謝金

記念講演料 0 （実施しない）

祝賀会費 2,300,000 2,014,860 285,140 会食代、アトラクション(木遣、歌謡)等

広告費 0 0 0

印刷製本費 150,000 88,825 61,175 印刷（感謝状、プログラム等）、感謝状額

会議費 140,000 127,100 12,900 式典部会準備会合費、補助スタッフ旅費

通信運搬費 5,000 1,450 3,550 感謝状送料

雑費 35,000 30,162 4,838 振込手数料、胸リボン等

小　計 3,230,000 2,659,497 570,503

記念品費 700,000 698,848 1,152 七味記念缶、来賓用日本酒、感謝状記念品

印刷製本費 180,000 162,255 17,745 印刷（式典案内状、封筒、資料印刷等）

記念誌作成費 1,815,000 1,609,080 205,920 記念誌（64ページ版）

記念誌関係取材費 90,000 85,755 4,245 式典撮影費

会議費 140,000 132,800 7,200 事業部会準備会合費

通信運搬費 150,000 140,274 9,726 会員等あて送料（記念品、次第、記念誌）

雑費 5,000 4,335 665 振込手数料等

小計 3,080,000 2,833,347 246,653

120,000 57,000 63,000 全産連、地域協議会（６名）

550,000 0 550,000

支出合計 6,980,000 5,549,844 1,430,156

残額： 1,568,156 円

注：利息は特定資産受取利息として本会会計上で処理

　　　　　　　  法人化３０周年記念事業決算書

記
念
式
典
費

記
念
事
業
費

来賓宿泊費

予備費

科目

法人化３０周年記念事業強化費

祝賀会会費

雑収入

記念誌追加頒布分収入

科目







令和７年度  事業計画（案）  

 

我が国の経済情勢は、設備投資の増加や旺盛なインバウンド需要がある一方、諸物価の高

騰を受けた節約志向の影響も引き続きありますが、地域景気判断では「一部に弱めの動きもみ

られるが、緩やかに回復している」とされています。 

しかしながら、現会員の事業運営の面では、最低賃金引上げが過去最大幅を更新したことに

伴う賃金の上昇圧力や日銀の政策金利引上に伴う金利負担増に加え、構造的な従業員不足、

修理・修繕費等の増加や円安等に起因する燃料費や諸物価の上昇など、依然として厳しい状

況が見られます。 

また、衆議院での与党の過半数割れや米国での政権交代等もあり、大きな枠組みにおける変

化にも充分に注視していく状況が続きそうです。 

一方、循環型社会形成の重要性への認識が確実に定着してきていることから、そうした中、社

会基盤たる産業廃棄物処理業界が占めるべき役割は大きく、一層の信頼性の向上と健全な市

場の下で社会的使命を果たすことが不可欠です。 

昨年５月に開催した法人化３０周年記念事業において、「県民の皆様の生活と環境を守るた

めの宣言」を行いましたが、令和７年度は、宣言の実装化に向け、引き続き、産業廃棄物の適正

処理の推進、３R（減量化、再資源化、リサイクル化）の取り組み、業界のイメージアップや人材の

確保・育成、労働安全衛生への取り組み、また、会員の新規加入と組織の強化のほか、コンプラ

イアンス徹底のため、各種講習会・研修会の開催等を進めてまいります。 

また、脱炭素や循環型経済の実現に向けた各種の動きについても、着実に状況を注視し対

応を進めるほか、行政機関をはじめ関係団体との連携及び情報交換を強化し、資源循環を図る

ための事業展開を行い、地域社会から必要とされる協会となるよう努めてまいります。 

加えて、能登半島地震災害に伴う災害廃棄物処理に関しても、（一社）石川県産業資源循環

協会等とも密な連携を図りながら、適時適切に対応してまいります。 

 

１ 会議の開催  

総会は年 1 回、正副会長会、理事会は原則として四半期毎とする。 

ただし、必要と認めた場合は随時開催する。 

 

２ 適正処理確保事業  

（１） 産業廃棄物処理業の優良化・高度化の推進 

優良産業廃棄物処理業者の認定を得るため、事業の透明性、環境配慮の取り組

み等に対する支援及び県が実施している「長野県産業廃棄物３Ｒ実践協定」への取

組み支援を行う。 

（２） 県との懇談会の開催  

産業廃棄物処理業界が抱える諸問題について指導・監督機関である県と率直かつ

時宜に適った意見交換を行い、適正処理の推進、コンプライアンスの徹底を図るととも

に業界のイメージアップに努める。 

（３） 県議会議員との懇談会の開催  

県議会議員の皆様と資源循環に係る現状等の情報を共有し、当業界の今後の在り

方や適正処理推進に当たっての課題等につき、意見交換や支援に係る要望を行う。 

  



３ 相談、指導事業  

産業廃棄物の適正処理、再生利用等について会員、排出事業者及び一般住民等から

の相談に応じ、指導・助言と情報の提供を行う。 

 

  ４ 講習会、研修会事業  

（１） 産業廃棄物処理技術等研修会の開催 

排出事業者及び処理業者を対象として、長野市との協定事業、長野県との共催に

よる研修会を開催し、法改正、適正処理、コンプライアンス、人材育成、新規従業員研

修など事業の安定経営に繋がる研修を行う。 

（２） 産業廃棄物処理実務者研修会の開催 

排出事業者及び処理業者の実務者を対象として、産業廃棄物の基礎、委託契約、

マニフェスト制度、帳簿等実務に密着した研修を行い、日常業務の適正化を図る。 

（３） 産業廃棄物処理業における安全衛生セミナーの開催等 

        産業廃棄物処理業における労働災害が減少傾向に転じないこと、また、(公社)全

国産業資源循環連合会の全産連第３次労働災害防止計画等を踏まえ、当県協会が

策定した「第３次労働災害防止計画」（令和５年度～７年度）の確実な実施を図り、業

界の安全衛生活動をより一層強化するとともに、事業所の安全管理体制の充実に向

け講習会を実施する。 

          また、当県協会の「第３次労働災害防止計画」（令和５年度～７年度）が最終年度を

迎えることから、新たな「第３次労働災害防止計画」（令和８年度・９年度）の策定に向

けた準備に着手する。 

       （（参考）「全産連第３次労働災害防止計画」：上半期 令和５年度～７年度、 

下半期 令和８年度・９年度 ） 

（４） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会の開催 

(公財)日本産業廃棄物処理振興センターが実施する「産業廃棄物又は特別管理

産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会」に協力する。 

   （試験会場： 長野市 長野ターミナル会館４階） 

１） 新規許可講習 

（収集運搬課程） 定員１５０名 

・第１回 令和７年８月２２日（金）午前 

（処分課程） 定員２０名 

・第１回 令和７年８月２１日（木）午後 

２） 更新許可講習会  

（収集運搬課程） 定員各１５０名 

・第１回 令和７年８月２２日（金）午後 

・第２回 令和７年１１月２０日（木）終日（対面） 

・第３回 令和８年１月１６日（金）午前 

（処分課程）  

・第１回 令和７年８月２１日（木）午後 定員３０名 

・第２回 令和７年１１月２１日（金）午前 定員１００名 

３） 特別管理産業廃棄物管理責任者講習会  定員各１５０名 

・第１回 令和７年８月２１日（木）午前 

・第２回 令和８年１月１５日（木）終日（対面） 



（５） 産廃夏休み親子体験教室の開催 （長野市助成事業） 

次世代を担う子どもたちの「環境を保全する心」を育成する一助として、産業廃棄物

の種類、処理の流れを実際に見聞し、日常生活と産業廃棄物との密接な関係、適正

処理による安全性等について体験を通して理解・学習するため、排出事業所、中間

処理施設、最終処分場等において、親子による施設見学等を行う。 

なお、訴求力のある事業となるよう、関係者を交え、名称や参加者の募集方法等の

見直し検討を行う。 

（６） 県外優良企業視察研修会の開催 

令和６年度に５年ぶりに再開したところであるが、会員の資質向上と見聞を広げるた

め、先進的な事業展開を行う県外優良企業等の視察研修の実施を検討する。 

なお、時宜に合ったテーマとなるよう、また、視察先企業の受入れ形態等の変化も

踏まえ、視察研修の形態や視察先等については幅広に必要な見直しを行う。 

（７） 産業廃棄物処理検定の開催周知 

(公社)全国産業資源循環連合会が実施する「産業廃棄物処理検定」の開催周知 

等につき協力する。 

なお、当該検定試験の実施形態が、令和６年度より、CBT（Computer Based 

Testing）方式に変更となったことを受け、会場運営は連合会の委託先民間事業者が

対応するため、県協会の実質的関与はないもの。 

 

５ 情報提供と広報事業  

協会ホームページ及び機関誌「季刊しなの」等により、会員に全国の情報、協会の活動

状況、行政機関の通知等の情報を提供する。 

また、各出版社等の廃棄物に関する書籍等の紹介を行う。 

 

６ 関係団体との活動交流推進事業  

県下４地区等の関係団体との交流促進、情報交換、広域協力体制の構築及び地域の

諸課題に基づく意見要望の集約並びに地域活動への参加等が活発に行われるよう支援・

協力を行う。 

    

７ マニフェスト頒布事業  

紙マニフェストの頒布を継続実施し、適正処理の推進と普及促進を図る。 

なお、(公社)全国産業資源循環連合会から各県協会へのマニフェスト譲渡価格の改定

等を踏まえ、４月１日より当県協会における頒布価格の改定を行う。 

 

８ 行政施策参画事業  

   県下１０地区の廃棄物不法投棄防止対策協議会及び行政機関と連携を図り、不適正処

理、不法投棄パトロール等への参画を図る。 

信州環境フェア２０２５の実行委員として参画し協賛していく。 

また、産業廃棄物処理業界が抱える諸問題について「県との懇談会」を通して、県との率

直かつ時宜に適った意見交換を行う。（再掲） 

 

９ 他団体との交流事業  

(公社)全国産業資源循環連合会が開催する各種会議及び参画している運営委員会等

に積極的に参加して連携を図るとともに、信越・北陸地域協議会の事業に参加し、情報の



交換・収集等に協力する。 

また、県内資源循環保全関係団体、環境保全関係団体等と一層の連携を図り、情報の

交換・収集に努めるとともに事業の実施について相互に協力するよう努める。 

 

10 表彰事業  

県協会の表彰規程に基づき、功労者、優良事業所及び優良従事者に対する協会長表

彰を行うとともに、(公社)全国産業資源循環連合会の表彰規則の趣旨を充分に踏まえ、功

労者、地方功労者、優良事業所、地方優良事業所及び優良従事者に対する連合会長表

彰並びにその他関係機関が行う表彰に対し、受賞候補者の推薦を行う。 

 

11 組織の強化  

会員の協力を得ながら講習会、研修会などの機会を捉え、協会未加入廃棄物処理業者

及び排出事業者等の新規会員加入促進に一層努める。 

 

12 災害時の緊急対策事業  

大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する長野県との「災害時等の災害廃

棄物の処理等に関する協定」に基づき資機材の調達等の支援・協力を行う。 

また、令和４年８月に設置し活動している「災害廃棄物対策委員会」を引き続き開催し、

県とも情報交換を行いながら、一定の成果に結びつけていく。 

なお、令和６年能登半島地震災害に係る災害廃棄物処理に関しては、（一社）石川県産

業資源循環協会とも密な連携を図りながら、適時適切に広域処理等に対応していく。 

 

13 不適正処理情報収集事業  

会員が通常業務等の中で、不適正処理や不法投棄等が疑われる現場を見つけた場合、

早期改善を図るため、その状況を行政機関へ提供し環境保全に協力する。 

 

14 その他会長が特に必要と認めた事業  

(公社)全国産業資源循環連合会が目的に掲げる「持続可能な循環型社会の形成等の

公益の増進」について一層取り組み、目的の達成のために「適正処理」、「地球温暖化対

策」、「人材及び優良事業者の育成」、「労働安全衛生」等の各種事業を推進する。 

 



 令和７年度  行事予定表  

 

月 会 議 等 研修会 ・ 講習会等 その他 

  

 ４ 

 

 

・第１回理事会 4/21 

 

 

・「季刊しなの」発行 

・信越・北陸地域協議会 4/10 

 

５ 
 

・第 13回通常総会 5/20 

  

６ 
  ・（公社）全産連 

第 15回 定時総会 

４０周年記念式典   6/20 

 

７ 

 

 

・産業廃棄物処理技術等研修会 

（７月（Web）） 

 

・信州環境フェア 2025  7/5 

・「季刊しなの」発行 

・夏休み親子体験教室  7/26 

 

 

 

８ 

・第２回理事会 (初旬) 

 

 

・県との懇談会 （下旬） 

・処分（新規）許可講習会     8/21 

・処分（更新）許可講習会     8/21 

・特管管理責任者講習会     8/21 

・収集運搬（新規）許可講習会 8/22 

・収集運搬（更新）許可講習会 8/22 

 

・安全衛生セミナー 

 

９ 
 ・産業廃棄物処理実務者研修会 

 (9/11 長野 、9/12 伊那) 

・産業廃棄物処理検定（9月中下旬） 

 

 

１０ 

 

 

 

 ・「季刊しなの」発行 

・県外優良企業視察研修会 

・信越・北陸地域協議会 

１１ 
 

・第３回理事会 (中旬) 

 

・収集運搬（更新）許可講習会 11/20 

・処分（更新）許可講習会    11/21 

 

１２ 
・県議会議員との懇談会 

(上旬) 

 

 

  

１ 
 

・第４回理事会 （中旬） 

・特管管理責任者講習会     １/15 

・収集運搬（更新）許可講習会 １/16 

・「季刊しなの」発行 

２ 
  

・産業廃棄物処理検定（2月中下旬） 

 

３ 
 

・第５回理事会 (中旬) 

 

 

 

☆ 正副会長会、各委員会等は必要に応じて開催する 





（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部                 

１．経常増減の部                 

(1) 経常収益                 

① 特定資産運用益 1,000                           1,000           

特定資産受取利息 1,000                           1,000           

② 受取入会金 100,000         100,000                         

受取入会金 100,000         100,000                         

③ 受取会費 21,240,000      21,048,000      192,000         

受取会費 21,240,000      21,048,000      192,000         

④ 事業収益 4,124,946       3,419,750       705,196         

講習会事業収益 2,024,946       1,619,750       405,196         

研修会事業収益 300,000         300,000         

管理票頒布事業収益 1,800,000       1,800,000                       

⑤ 受取補助金等 190,000         190,000                         

受取地方公共団体補助金 190,000         190,000                         

⑥ 雑収益 875,000         871,000         4,000           

受取利息 35,000          1,000           34,000          

広告料収益 540,000         570,000         -30,000         

雑収益 300,000         300,000                         

経常収益計 26,530,946      25,628,750      902,196         

(2) 経常費用                 

① 事業費 15,113,377      15,101,382      11,995          

役員報酬 2,257,410       2,157,300       100,110         

給料手当 4,748,619       4,511,736       236,883         

福利厚生費 1,258,250       1,078,500       179,750         

会議費 320,949         231,797         89,152          

旅費交通費 619,605         392,417         227,188         

通信運搬費 647,100         647,100                         

消耗品費 323,550         539,250         -215,700        

印刷製本費 2,087,070       2,121,855       -34,785         

光熱水費 122,230         122,230                         

賃借料 2,106,961       2,106,961                       

諸謝金 110,212         74,393          35,819          

負担金 390,411         427,593         -37,182         

委託料 27,540          32,400          -4,860          

法人化30周年記念事業強化費 550,000         -550,000        

雑費 93,470          107,850         -14,380         

② 管理費 14,952,623      14,440,618      512,005         

役員報酬 2,545,590       2,432,700       112,890         

給料手当 884,381         840,264         44,117          

福利厚生費 491,750         421,500         70,250          

会議費 579,051         418,203         160,848         

旅費交通費 880,395         557,583         322,812         

通信運搬費 252,900         252,900                         

消耗品費 126,450         210,750         -84,300         

光熱水費 47,770          47,770                          

賃借料 1,443,039       1,443,039                       

手数料 160,000         160,000                         

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

予　算　書（損益ベース）

当年度 前年度 増 減科       目



（単位：円）

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

予　算　書（損益ベース）

当年度 前年度 増 減科       目

印刷製本費 912,930         928,145         -15,215         

諸謝金 289,788         195,607         94,181          

租税公課 400,000         400,000                         

負担金 1,709,589       1,872,407       -162,818        

交付金 4,000,000       4,000,000                       

慶弔費 50,000          50,000                          

委託料 142,460         167,600         -25,140         

雑費 36,530          42,150          -5,620          

経常費用計 30,066,000      29,542,000      524,000         

当期経常増減額 -3,535,054      -3,913,250      378,196         

２．経常外増減の部                 

(1) 経常外収益                 

経常外収益計                                 

(2) 経常外費用                 

経常外費用計                                 

当期経常外増減額                                 

当期一般正味財産増減額 -3,535,054      -3,913,250      378,196         

一般正味財産期首残高 112,169,932     119,314,382     -7,144,450      

一般正味財産期末残高 108,634,878     115,401,132     -6,766,254      

Ⅱ 指定正味財産増減の部                 

当期指定正味財産増減額                                                 

指定正味財産期首残高                 

指定正味財産期末残高                                 

Ⅲ 正味財産期末残高 108,634,878     115,401,132     -6,766,254      



 

令和７年度 県協会会長表彰受賞者名簿  

 

【功労者表彰】（該当なし）                            

氏 名 事 業 所 名 所 在 地 

－   

 

【優良事業所表彰】（４社）                        (順不同・敬称略) 

事 業 所 名 代表者名 所 在 地 

（有）エンジニアリングウッド 小野澤 厚史  佐久市御馬寄１１３２番地 

藤井興業 (株 ) 藤井   充 飯田市上郷黒田３８８１番地 

（株）今溝建材  今溝 剛吉 大町市大町４７４２番地３２ 

（有）三協金属  小林   真 長野市若穂保科２１４３番地 

 

【優良従事者表彰】（１７名）                       (順不同・敬称略) 

氏 名 事 業 所 名 所 在 地 

小林 幹誠 小柳産業（株） 上田市材木町２丁目１２番１０号 

前田 健二 TPR ﾄｰﾀﾙｻｰﾋﾞｽ（株）  岡谷市加茂町２丁目１６番６号 

目黒   誠 中日本ハイウェイ・メンテナンス

名古屋（株 ） 
飯田市北方８６９番地 

三石 正樹 （株）南信サービス 下伊那郡松川町元大島２７１５番地４３ 

加藤   要 （株）南信サービス 下伊那郡松川町元大島２７１５番地４３ 

波多野 公宏  （株）南信サービス 下伊那郡松川町元大島２７１５番地４３ 

松前 こづえ （株）南信サービス 下伊那郡松川町元大島２７１５番地４３ 

山田 聡史 （株）G・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

三枝 勇男 （株）G・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

望月 義博 （株）G・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

奥原 聖幸 （株）G・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

栗林 弘幸 （株）G・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

横山 良輝 花村産業（株）庄内事業所 松本市庄内２丁目５番４７号 

小沢 勝洋 （株）トータルシステム 松本市大字和田４７０９番地 

沼田 篤也 イコールゼロ（株） 長野市大字大豆島４０２０番地３ 

小野澤 隆徳 （株）タケモト 須坂市大字小河原９７１番地４ 

篠塚 直樹 （株）タケモト 須坂市大字小河原９７１番地４ 

 


